
建設・土木 

●大栄町 親水広場 工事説明会へ参加して 

Ｑ． 

工事説明会へ参加した。工事概要よりも地域住民の不安、不満、疑問等に終始していた。工事

が始まる１週間前なのに地域住民が工事に納得していない。 

 

設問① 

 この計画はいつから始まっていたのか。何故、いざ工事目前という時期にまだ、住民の理解

を得られていないのか。計画進行に大いに問題があるのではないか。市と住民の対話が全く足

りていない。 

 

設問② 

 当該工事は「街環第 1号 街なみ環境整備事業（水のみち地区）親水広場等整備工事」とい

うが、現在新発田川の水草が茂りすぎてゴミ等が引っかかり、景観が著しく悪化している。な

にが「街なみ整備事業」だと言うのだろう。聞いていて甚だ恥ずかしい限りである。これから

雪が降り、除雪の雪が新発田川に捨てられることを考えると、現状の水草の茂り具合で雪の流

れが悪くなるのではないかと思われるが、どのように対策されるお考えだろうか。 

 

設問③ 

 親水広場は階段状になり、新発田川に入れるような設計になると、一般市民には非常にわか

りづらい図面を用いて説明があったが、日ごろ、新発田川に入って草刈りする住民から、川の

水流、足場の不安定さなど、子どもなどが入って流される危険性についての不安意見が出され

た。その際の対策について、子どもが入る想定はしておらず、柵等の設置は検討せず、注意喚

起の看板を設置するにとどめるような対策を講じるとの答弁であった。字が読めない子どもが

入ってしまう可能性は？子どもが入る想定をしていない？対策はされないのだろうか。 

 

設問④ 

 このような状態で 11月 21日から工事が始まってしまうのだろうか。市長は月に何回か近隣

の飲食店に出入りされているようだが、その際に目につかないものなのだろうか。 

 

（令和 4年 11月受付） 

 

Ａ． 

 街なみ環境整備事業「水のみち地区」は、地元町内会や新発田川にかかわる団体からの「もっ

と新発田川に注目を集めたい、水面に触れる親水広場をはじめ、沿線の宅地土留が新発田川の護

岸となっている形態からも、統一した護岸整備が必要」との発議を原点としてスタートした事業

です。平成２４年度に構想を策定した後、沿線町内会の住民の皆様との意見交換会を行いながら、

寄せられたご意見やご提案、心配や不安といった声を整備計画に反映させながら、これまで関係

団体や地元からの要望に応じた形で一部の工事を進めてまいりました。この度の親水広場の工事

を契機に、本格的な護岸工事の着手まで時間がかかりましたが、新発田川沿線の各町内会長から

は「市の方針どおり進めて欲しい」との後押をいただいているところでありますので、皆様のご
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期待に応えるよう事業の早期完了にまい進したいと考えております。 

 親水広場ということで特にご心配されております小さなお子様への危険防止対策については、

まずは、一緒にいる親御さんがしっかりと注意して見守ることが大事であると考えておりますが、

市としましても、看板の設置や階段の色を変える、ブロックを着色するなど、可能な限りの対策

を実施したいと考えております。また、ご指摘の水草の処理につきましては、今後、年次的に護

岸整備を実施する中で「市民から愛される新発田川の再生」を念頭に置き、川の状況をしっかり

と確認し、景観と通水の維持に努めます。川にゴミなどを捨てる行為は本当に残念であり、特に

川に雪を捨てる行為は通水を阻害し川の水が溢れる原因となることから、例年、「広報しばた」

や「エフエムしばた」を通じ、川に雪を捨てないよう周知しているところです。 

 新発田川は、まちづくりを進める上で中心市街地の賑わい創出に欠くことのできない、人の流

れを促すまちの「血管」としての役割を担うべき市民の皆様の財産であることから、その利活用

については「行政主体で取り組むべき事業である」という強い思いを持っています。 

 

（令和 5年 1月 5日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 
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●親水公園について 

Ｑ． 

親水公園の説明会に参加しました。子供やお年寄りが万が一流されたらの対策はあるのか？と

お聞きしたら『ない』とのお返事。そして川幅を狭くしたり、階段をつけたことによる水害も、

天災だから保証しないなど、今の段階ではとても納得できる状況ではないのに工事を始めるとい

うことに驚きました。人の命や財産よりも親水公園ができる方が大事と…。もっと市内で水害被

害が出ないようにしてから公園を作ってもいいのではないのですか？ 

同じ町内では今の状態でも、毎年数回水が逆流して溢れて長靴が埋まるほど冠水しています。

もっと暮らしが良くなる心配事のない新発田市をお願いしたいです。 

 

（令和 4年 12月受付） 

 

 

 

 

Ａ． 

  「人の命や財産よりも親水公園ができる方が大事と…」との厳しいご意見をいただきました

が、私はそのような考えを決して持ってはおりません。この「水のみち」地区は、地元町内会

や新発田川にかかわる団体からの「新発田川を再生させたい」という思いからスタートしたも

のであり、平成２４年度の構想策定段階からこれまで、親水広場をはじめとして、沿線の宅地

土留が新発田川の護岸となっている形態からも、統一した護岸整備の切実な要望を具現化する

事業です。新発田川沿線の各町内会長からは「市の方針どおり進めて欲しい」との後押をいた

だいているところですので、皆様のご期待に応えるよう事業の早期完了にまい進したいと考え

ております。 

  新発田川は、1時間に４０ミリメートルの雨量に耐えられることに加え、市では上流部に設

置したゲート操作で赤沼川排水路へ雨水を分水させ、急激な水位上昇を抑えるとともに、県で

は、新発田川放水路の最下流部にある潮止堰のゲート操作により、水位を速やかに下げる対策

を行うなど、長い年月をかけて水害対策を講じている河川です。親水広場の工事が水害に影響

するものではありませんが、昨今の異常気象による短時間に集中する豪雨では、都市型水害と

呼ばれる一時的な道路冠水の発生は否めないほどの異常な降雨であることから、担当課には、

県との連係はもとより、施設の適切な稼働対応を指示したところです。 

 

（令和 5年 1月 5日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


